
（別紙３）

〜 2026年 1⽉ 23⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 8

〜 2026年 3⽉ 6⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員間でお⼦さまの⼩さな成⻑や強みを共有しながら、
⼀⼈ひとりに合った役割や成功体験をさらに増やしていき
ます。
・今後も保護者との丁寧な連携を⼤切にしながら、安⼼感
と⾃⼰肯定感の育ちの両⾯を⽀えられる⽀援を⽬指してい
きます。

2

・児童同⼠がより主体的に関わり合える活動や、役割を持
ちながら達成感を味わえる活動をさらに広げていきます。
・お⼦さまの発達特性や脳の特性に応じた環境調整や活動
の⼯夫を深めながら、より⼀⼈ひとりに合った集団⽀援を
⽬指していきます。

3

・専⾨職同⼠、また現場職員との連携をさらに深めなが
ら、⽇々の⽀援の中に専⾨的視点をより活かしていきま
す。
・医療的ケア児の利⽤増加にも対応できるよう、看護体制
やマニュアル整備を進め、より安⼼・安全な⽀援体制を充
実させていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・新年度からは、朝からの預かりニーズが落ち着くことも
踏まえ、計画的に研修や会議の時間を確保していきます。
・職員にとって必要な学びや⽀援の振り返りを積み重ねる
とともに、保護者交流会等についても実施に向けて検討し
ていきます。

2

・緊急時の対応や訓練内容について、書⾯や配布物等で改
めて整理し、保護者の⽅にわかりやすく周知していきま
す。
・契約時や⽇々の説明の中でも、事業所としての備えや実
施状況について丁寧に伝えていきます。

3

・業務の整理と役割分担を進めながら、職員間での情報共
有の機会を増やし、連携しやすい体制づくりを⾏っていき
ます。
・マニュアルの整備や2事業所共通の運営⽅針の明確化を進
め、会社全体としてより円滑に動ける仕組みを整えていき
ます。

職員研修や会議の時間を⼗分に確保することが難しく、⽀援
内容や対応について職員間での共通理解をより深めていく必
要があります。また、利⽤児や地域との交流機会、保護者同
⼠の交流機会などについても、⼗分に提供できていない⾯が
あります。

・朝からの預かりニーズや⽇々の⽀援対応が多く、まとまっ
た研修や会議の時間を確保しにくい状況があります。
・そのため、必要な情報共有や学びの積み重ねが断⽚的にな
りやすく、全職員での理解の統⼀に課題が残っています。

⾮常時等への対応（緊急時・感染症等）について、保護者の
⽅々への周知や発信が⼗分でない部分があり、訓練の実施状
況等も伝わりにくい状況があります。

・防災や感染症対策、緊急時対応については事業所内での準
備や訓練を⾏っているものの、契約時の説明や書⾯での周
知、その後の継続的な発信が⼗分ではありませんでした。
・そのため、取り組みの内容が保護者の⽅に⾒えにくくなっ
ている⾯があります。

法⼈代表が児発管を兼務しているため、法⼈全体の運営や対
外的な対応等も含めて業務が多岐にわたり、職員間の連携や
情報共有、会社全体としての動きに課題がみられます。マ
ニュアル整備などの仕組みづくりについても、今後さらに充
実が必要な状況です。

・代表業務また会社業務と現場運営を並⾏して⾏う中で、そ
の都度必要な対応を優先する場⾯が多く、2事業所を包括し
た全体的な視点での体制整備や、マニュアル作成、共通理解
のための時間を⼗分に確保しにくい状況があります。そのた
め、連携⾯や統⼀した動きの構築が⼗分ではない部分があり
ます。

お買い物ごっこ、制作活動、ゲーム性やルールのある遊びな
どを通して、楽しみながらことば・社会性・認知⾯の⼒を育
てる⽀援を⾏っています。また、⼩学校低学年を主な対象と
した同年代との関わりの中で、集団⽣活に必要な⼒やお友だ
ちとの関わり⽅を学べる環境があります。

・保育⼠・児童指導員・作業療法⼠等が⽇々活動内容を⼯夫
し、⼦どもたちが興味を持って参加できるよう準備していま
す。
・お買い物ごっこや制作、ルールのある遊び、役割活動など
を通して、順番を守る、⼈の話を聞く、⾃分の思いを伝え
る、友だちと協⼒するなどの⼒が育つよう意図的に関わって
います。

作業療法⼠・理学療法⼠等の専⾨職と連携しながら、お⼦さ
ま⼀⼈ひとりに応じた⽀援を⾏っています。
また、看護職員を複数配置し、医療的ケアが必要なお⼦さま
にも安⼼して利⽤していただける体制を整えています。

・各専⾨職がアセスメントや計画に関わり、個別・集団の両
⾯から発達や特性に応じた⽀援を⾏っています。
・医師の指⽰書等に基づき、医療的ケアの⼿順やスケジュー
ルを整理し、複数職員で共通理解を図りながら安全な⽀援に
つなげています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 3⽉ 23⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

お⼦さまが安⼼・安全の環境の中で過ごすことができるよ
う、⼀⼈ひとりの思いや特性を丁寧に⾒つめながら⽀援を
⾏っています。また、役割を持つ経験や「できた」という実
感を⼤切にし、⾃⼰肯定感や⾃信につながる関わりを意識し
て⾏っています。

・⽇々のお⼦さまの様⼦を送迎時やLINE、連絡帳などで丁寧
に共有し、保護者の⽅にも安⼼して預けていただけるよう努
めています。
・お当番活動やはじまりの会での司会など、⼦どもたちが役
割を持って前に⽴つ経験を取り⼊れ、⾃信や意欲につながる
よう⼯夫しています。

○事業所名 児童発達⽀援・放課後等デイサービスおんぷplus

○保護者評価実施期間 2026年 1⽉ 5⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年 2⽉ 25⽇

事業所における⾃⼰評価総括表公表


